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標準履修年次である 3 年間の修了 （学位取得） をめざし、 標準学修課程フローチャートにより計画的 ・ 継

続的に指導を行う。 指導は学際専攻である特徴を活かし複数の教員で指導を行う。

・ 学位取得のプロセスは大まかに　中間審査、 予備審査、 本審査であり、 これらに合格することにより学位取

得が認められる。

・ 学位取得のためには、 基本条件として①必修 6 単位を含め 12 単位取得していること、 ②倫理審査を受け

て研究を進めていること、 が求められる。

以上を踏まえ、 学修課程は具体的に以下のように進められる。

・ 1 年次は学位論文の研究計画の立案、 研究倫理審査を経て研究に着手する。

・ 1、 2 年次に専門基礎科目である 「ヒューマン ・ ケア科学特論Ⅰ～Ⅲ」 「パブリックヘルス特論Ⅰ～Ⅲ」 （6

単位） が必修となっており、 ヒューマン ・ ケア科学に関わる専門的知識と関連する学際的知識を修得する。

・ 2 年次以降は、 専門科目である 「ヒューマン ・ ケア科学演習」、 「ヒューマン ・ ケア科学特別研究」 により、

専門分野の最先端の知識と研究方法を修得するとともに、 指導教員 ・ 副指導教員より学位論文作成の指導

を受け、 学会発表や論文投稿を積極的に進める。

・入学直後、毎年度末、学位論文審査の申請時に、コンピテンス評価表 （ディプロマ・ポリシーに掲げる知識・

能力の獲得について、 学生による達成度評価ならびに教員による確認） を提出する。

・ 中間審査会に合格するまで、 3 ヶ月毎に学修指導記録 （指導教員 ・ 副指導教員による学修成果および研

究進捗に関する確認と指導の記録） を提出する。

・ 中間審査会、 予備審査会、 学位論文審査会にて審査を受け、 合格後は， 年度末に開催される博士論文

成果発表会においてプレゼンテーションを行い学際的学修成果の発表の場とする。

人間系 ・ 体育系 ・ 医学医療系および国立保健医療科学院の連携教員からなる分野横断の教員構成によ

って、 教育学、 心理学、 体育科学、 保健学、 医学、 看護学、 疫学 ・ 統計学など、 人間の生活と健康の支

援に関わる広範な専門分野の理論や研究法を学ぶとともに、 複数の専門分野の教員から研究指導を受け

る教育課程を編成する。 これにより個人、 社会、 環境という多角的な視点から 「ケア」 について研究を

行い、 ケアの本質的解明と応用を検討する。 学際融合の広い視座を身に着けるとともに、 ヒューマン ・

ケア科学に関わる高度な専門研究能力と課題解決能力を修得する。

・ 学際横断的な専門基礎科目 （「特論」 各科目 1 単位、 合計 6 単位必修） を開設し、 人間の生活と健康

の支援に関わる広範な分野の理論や研究法を学び、 学際融合の視座と専門知識を身に着ける。

・ 「ヒューマン ・ ケア科学特論Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ」 では、 ヒューマン ・ ケア科学の各分野 （高齢者ケアリング

学、 共生教育学、 臨床心理学、 発達臨床心理学、 社会精神保健学、 ストレスマネジメント） に関わる専門

知識を、 「パブリックヘルス特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 では、 公衆衛生学の各分野 （国際保健学、 保健医療政策学、

健康社会学、 へルスサービスリサーチ、 運動 ・ 栄養学、 生涯健康学、 生活環境学、 健康危機管理学） に

関わる専門知識を、 それぞれ修得する。

・ 専門科目 （「演習」 「特別研究」 各科目 3 単位、 必修 6 単位） では、 「ヒューマン ・ ケア科学演習」 に

よりヒューマン ・ ケア科学の専門分野に関する最先端の高度な専門知識を、 「ヒューマン ・ ケア科学特

別研究」 により論文作成と発表に係る高度な研究手法と倫理観を、 それぞれ修得する。 さらに、 複数の

教員から研究指導を受けることにより、 学際融合の広い視座にたつ研究能力と課題解決能力を修得す

る。
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・ ディプロマ ・ ポリシーに掲げる知識 ・ 能力について、 入学直後、 毎年度末、 学位論文審査の申請時にコンピテンス
評価表として提出し、 教育会議において各学生の達成度を教員間で確認し、 評価する。
・ 学修成果と研究進捗について 3 ヶ月ごとに学修指導記録として提出し、 教育会議において各学生の学修 ・ 研究の状
況を教員間で確認し、 評価する。
・ 中間審査会は学位プログラムで公開で行い、 学位論文の全体計画及び研究内容に関する論理一貫性、 研究倫理審
査との整合性、 研究全体の 5 割以上の進捗について主査と副査２名で審査する。
・ 予備審査会は公開で行い、 学位論文としての質や学術論文の投稿、 学位論文審査会に進めるか否かについて、 中
間審査会と同じ主査と副査２名で審査する。
・ 学位論文審査会も公開で行い、 予備審査会の主査と副査２名、 さらに本学位プログラム以外から副査 1 名を加え、 計
４名で学際的な視点から適正な審査を行う。
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